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研究成果の概要（和文）：グローバルとローカルの持続可能性に関するスウェーデンのウプサラ市と日本の岡山
市の活動調査を行った。初年度の「若者の活動」調査と次年度の「地域活動の奨励」調査から、最終年度に統合
モデルを示した。政策的に、グローバルとローカルな視点から、環境負荷の低減（自然保護的アプローチ）と民
主主義の徹底（民主主義的アプローチ）の両面が不可欠であり、教育的には、各組織の専門家が協働で教材やカ
リキュラム開発をするといった必要十分条件が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Activity surveys were conducted. An integrated model was presented in the 
final year from the "Youth Activities" survey in the first year and the "Encouragement of Community 
Activities" survey in the next year. From a policy perspective, it was clarified that both reducing 
environmental impact (nature conservation approach) and thoroughly promoting democracy (democratic 
approach) are essential from a global and local perspective, and in terms of education, it is 
necessary and sufficient conditions for experts to collaborate in each organization to develop 
teaching materials and curricula. 

研究分野：持続可能な開発の為の教育

キーワード： 持続可能性　スウェーデン　ウプサラ市　岡山市　自然保護的アプローチ　民主主義的アプローチ　若
者　地域
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地球の持続可能性を考慮した政策や教育を具体的にどのように進めていけるのか、先進国のスウェーデン（ウプ
サラ市）と日本（岡山市）での比較調査を行った。その結果、両市で、政策的に「自然保護的」「民主主義的」
なアプローチを統合し、教育面では、各組織が連携し、専門家が協働で教材やカリキュラムを開発する必要性が
示唆された。この結果から、今後、各都市におけるSDGｓの推進に向けた政策的なアプローチと教育的なアプロ
ーチに必要な統合モデルが示唆され、今後の指針が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
現在の国際社会の危機的問題は、環境問題、貧困、戦争、といった 多岐の分野に渉るもので
ある。それは、2015年 9月に国連が提唱した SDGs(サステイナブル・ディベロップメント・ゴ
ールズ)が、17項目あることからも明らかである。こうしたグローバルで抽象的な目標を対処す
るには、ローカルで具体的な課題に焦点を当て、組織化することが必要不可欠である。2015年
の名古屋市と岡山市で開催された国連持続可能な開発の為の教育の 10年（DESD）の会議後、世
界各国で、持続可能な開発の為の教育（ESD）の活動に拡がりが見られているが、その活動を ESD
の次の目標となるグローバル・アクション・プログラム (GAP)として組織化し、明示化してい
く課題が各国の緊急課題としてある。そこで、GAPの活動に向けて、各国がどのような活動をし
ているのかを追跡することは意義深く、そこには、より歴史、文化そして環境的の投影された内
容が明示されることが予想される。本研究では、これまでの比較研究「ESDのカリキュラム・教
材・教師養成の開発」研究課題番号:24700873）を発展させ、ESD 先進国であるスウェーデン
と日本において、グローバルな持続可能性に関する課題とローカルな持続可能性に関する課題
を融合して組織化し、モデル開発を行うことでより ESDや GAP、RCEの活性化に寄与するもの
と考えた。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題に取り組むことにより、持続可能な開発の為の教育の 10年（DESD）会議後の持続
可能性に向けての政策的な目標であるグローバル・アクション・プログラム(GAP)の各国の内容
が具体化される。また両国の GAP の取り組みを比較研究することで、地球環境問題を解決する
為の GAPのモデル開発をする事が可能となる。よって、本研究の目的は、「グローバルとローカ
ルの持続可能性を融合するグローバル・アクション・プログラム (GAP)のモデル開発」をする
ことである。 
 
３．研究の方法 
 
ESD先進国のスウェーデンと日本において ESDや RCE（持続可能な開発のための教育に関する
地域の拠点）に率先的に取り組んでいる都市であるウプサラ市と岡山市の ESD 活動について、
2019年～2023年の 5年間（コロナ禍であった為、2年間の延長）の追跡調査をした。特に、1
年目は、政策的支援、2年目（と 3年目）は、ユース（若者）の参加と地域コミュニティの ESD
事例の奨励、４年目（と 5年目）は各国の GAPに向けてのグローバルとローカルの持続可能性
に関する活動を整理し、融合に向けた必要十分条件を分析・考察した。 研究対象は、これまで
にスウェーデンと日本で調査対象とした ESD関連機関(自治体、企業、教育機関、NGO団体)と
した。主な、研究協力機関は、ウプサラ大学と岡山大学、岡山市市民協働センターである。 研
究方法は、アクション・リサーチ(インタビュー調査、アンケート調査を含む)を基本とする。具
体的な調査は、研究機関においては、特に、文献調査による ESD の研究動向の把握をし、キー
パーソンへのインタビュー調査を行い、メールでの交流は、常に行える状態にした。地域活動の
調査は、特に、地域で行われる ESD 関連行事(シンポジウム、ワークショップといったイベン
ト)には参加し、行事のキーパーソンへのインタビュー調査を実施した。研究日程は、2018 年
4月～2023年 3月に、研究協力者（ウプサラ大学、岡山大学）との会合を、年２回(春、秋)に
設けた。 
 
４．研究成果 
 
グローバルとローカルの持続可能性に関するスウェーデン（ウプサラ市）と日本（岡山市）の
活動調査を行った。特に、ウプサラ市の持続可能課でのインタビュー調査から、2018 年-2023 年
の 5年間、CO2削減の為の環境負荷を下げる政策（自然保護的アプローチ）を推し進めながらも、
移民増加による治安の悪化や若者の自殺率の増加といった問題から持続可能性を促進する策（民
主主義的アプローチ）を推し進めている現状を明らかにすることが出来た。また岡山市の
ESD/SDGｓ推進課のインタビュー調査から、2018 年「SDGs 未来都市」に選定されたことにより、
ESD 活動における各機関の連携が強化され、若者や地域の奨励活動が活発化している現状が明ら
かとなった。最終年度（2022 年度）は、初年度（2018 年度）の「若者の活動」調査と次年度（2019
年度）からの「地域活動の奨励」調査から、統合モデル示した。政策的に、グローバルとローカ
ルな視点から、環境負荷の低減（自然保護的アプローチ）と民主主義の徹底（民主主義的アプロ
ーチ）の両面が不可欠であり、教育的には、自治体、企業、教育機関、NGO/NPO といった各組織
において専門家が協働で教材やカリキュラム開発をするといった事例が両国において多く見ら
れた。 



これまでの事例調査から、スウェーデンと日本の現状比較をすると、政策面においては、「自
然保護的アプローチ」と「民主主義的アプローチ」の 2側面が、持続可能性つまり環境・経済・
社会を総合的に捉える視点において、必要不可欠であることが示唆された。また、事例の分析・
考察において、日本の政策には、グローバルの視点での統合が不十分である現状があり、ローカ
ルな視点と統合していく必要性が明らかとなった。また教育面においては、ウプサラ市と岡山市
において、各組織（自治体・企業・教育機関・NGO/NPO）が連携して、多彩な教材やカリキュラ
ムが開発されていることが明らかとなったが、日本においては、スウェーデン以上に、ローカル
で多彩な活動が奨励されている現状が明らかとなった。 
このような研究結果から、最終的に、地球の持続可能性を考慮した政策や教育を具体的にどの
ように進めていけるのかについて、先進国のスウェーデン（ウプサラ市）と日本（岡山市）で比
較調査を行った結果、政策的に、「自然保護的」「民主主義的」なアプローチを統合し、教育面で
は、各組織（自治体、企業、教育機関、NGO/NPO）が連携し、専門家が協働で教材やカリキュ
ラムを開発する必要性が示唆された。この研究結果から、今後、各自治体の SDGｓの推進に向
けた政策的なアプローチと教育的なアプローチに必要な統合モデルが示唆され、今後の指針が
示された。 
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「SDGｓとこども―家庭・地域・地球環境から―」 
https://www.jwu.ac.jp/unv/about/facilities/jecsc/event/pg9d8r0000008ini-att/jsc_news_210918.pdf 
「森のようちえんと地方創生 ～地方の豊かな自然を活かす～」 
www.kokuchpro.com/event/2021online/ 
スウェーデンにおける幼児期のSDおよびESD 
https://esdcenter.jp/overseas/report06/ 
子どもを考えることは、未来の地球を考えること 
https://www3.jwu.ac.jp/sdgs/articles/detail_2.html
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第 5 回 自然保育学会 オンライン開催 自主企画シンポジウム④「『自然保育』を学童期の学びや地方創生に繋ぐ」
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「自然豊かな地方の魅力を活かした地方創生の取組事例（鳥取県智頭町・北海道下川町）」


